
山
町
の
行
政
が
誇
る
べ
き
成
果
と
い
っ
て
よ
い
。

土
地
利
用
な
ど

に
現
れ
た
変
化

地
形
図
に
現
れ
た
土
地
利
用
を
見
る
と
、
昭
和
三
十

年
も
平
成
九
年
も
全
般
的
に
見
る
と
、
大
久
保
の
勝

山
御
所
ゴ
ル
フ
場
と
松
田
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
小
倉
南
の
建
設
の
ほ

か
は
大
規
模
な
土
地
利
用
変
化
や
地
形
改
変
は
見
ら
れ
な
い
。

長
川
集
落
北
側
の
台
地
に
作
ら
れ
た
畑
地
も
土
地
利
用
と
し
て
は
変
化

し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
水
田
地
域
も
位
置
は
あ
ま
り
変
化
し
て
い

な
い
。
た
だ
し
圃
場
整
備
の
進
行
に
よ
り
、
水
路
網
や
水
田
の
配
列
等
は

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

小
規
模
な
変
化
は
地
形
図
に
も
現
れ
る
。
松
田
新
町
北
側
の
丘
陵
地
は

昭
和
三
十
年
に
は
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
三
島
団
地
の
集
落

へ
と
変
化
し
た
。
小
長
田
集
落
の
北
に
あ
っ
た
畑
地
の
一
部
に
は
小
長
田

団
地
が
造
ら
れ
る
と
い
っ
た
変
化
も
あ
る
。
ま
た
上
野
付
近
に
あ
っ
た
丘

陵
地
は
国
道
の
整
備
と
と
も
に
、
工
業
用
地
に
造
成
さ
れ
て
い
る
。

最
大
の
変
化
は
、
道
路
網
の
整
備
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
当
時
の
砂
利

道
は
舗
装
が
進
み
、
国
道
二
〇
一
号
線
は
、
新
仲
哀
隧
道
と
黒
田
の
バ
イ

パ
ス
建
設
に
よ
っ
て
そ
の
通
過
位
置
と
土
地
利
用
の
性
格
を
変
化
さ
せ

た
。
新
し
い
国
道
二
〇
一
号
線
沿
い
に
は
飲
食
店
な
ど
の
商
業
施
設
が
次

第
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
都
市
化
の
兆
し
が
認
め
ら
れ
る
。
道
路
網
の

変
化
で
は
、
県
道
苅
田
・
採
銅
所
線
も
味
見
隧
道
の
新
設
と
岩
熊
と
池
田

の
両
集
落
の
バ
イ
パ
ス
設
置
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
変
化
す
る
可
能
性
が
生

じ
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
代
ま
で
の
筑
豊
地
域
へ
の
道
は
、
自
動
車
の
通

行
で
き
た
味
見
峠
と
仲
哀
隧
道
の
ほ
か
に
も
峠
道
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
浦
河
内
か
ら
上
採
銅
所
へ
と
延
び
る
道
や
上
野
か
ら
七

曲
峠
を
経
て
鏡
山
へ
向
か
う
道
、
上
矢
山
か
ら
平
尾
台
へ
と
向
か
う
道
な

ど
の
徒
歩
通
行
の
道
は
現
在
失
わ
れ
て
い
る
。

三
村
合
併
に
よ
っ
て
、
岩
熊
に
あ
っ
た
諫
山
村
役
場
、
上
久
保
と
新
町

の
間
に
あ
っ
た
久
保
村
役
場
、
上
黒
田
に
あ
っ
た
黒
田
村
役
場
は
、
上
田

の
勝
山
町
役
場
へ
と
移
転
し
た
。
勝
山
町
役
場
は
、
隣
接
す
る
図
書
館
・

公
民
館
総
合
施
設
の
サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
か
つ
や
ま
と
共
に
町
内
の
中
心
業

務
地
区
へ
と
変
貌
し
た
。
近
い
将
来
の
広
域
合
併
後
に
も
、
現
在
形
成
さ

れ
つ
つ
あ
る
中
心
業
務
機
能
を
地
域
の
財
産
と
し
て
今
後
に
有
効
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
昭
和
三
十
年
の
合
併
前
の
旧
三
村
に
一
校
ず

つ
設
置
さ
れ
て
い
た
小
学
校
は
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

は
将
来
も
地
域
の
文
化
的
な
セ
ン
タ
ー
と
し
て
引
き
継
が
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

二

米
軍
撮
影
空
中
写
真
で
見
た
勝
山

勝
山
町
付
近
を
撮
影
し
た
最
も
古
い
空
中
写
真
は
、
昭
和
二
十
二
年

（
一
九
四
七
）
四
月
十
七
日
に
米
軍
の
撮
影
し
た
縮
尺
約
四
万
分
の
一
航

空
写
真
で
あ
る
。
写
真
１
―
５
上
は
諫
山
村
と
黒
田
村
を
中
心
に
し
た
こ

の
と
き
の
写
真
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
で
は
、
森
林
や
水
が
黒
く
写

り
、
水
田
や
畑
地
は
中
間
的
に
写
り
、
裸
地
は
明
る
く
写
る
。
こ
の
写
真

を
二
枚
並
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
写
真
１
―
６
で
は
、
右
目
で
右
の
写
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上 勝山町北部（諫山村、黒田村周辺）

下 勝山町南部（久保村周辺）

写真１―５ 終戦直後（昭和２２年）の空撮（米軍撮影）
（写真右上が町域）
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真
、
左
目
で
左
の
写
真
を
見
る
方
法
で
、
立
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
少
し
難
し
い
が
写
真
を
水
平
に
置
き
、
左
右
の
写
真
の
間
に
手
や
紙

を
立
て
て
左
右
の
写
真
の
同
じ
場
所
に
指
を
置
い
て
真
上
か
ら
の
ぞ
く

と
、
次
第
に
立
体
的
な
画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
実
体
視
と

い
う
が
、
こ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
山
や
谷
の
起
伏
が
鮮
明
に
見

え
、
家
一
軒
一
軒
も
鮮
明
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

写
真
で
見
る
と
水
田
一
枚
一
枚
の
方
向
な
ど
が
分
か
り
、
圃
場
整
備
以

前
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
道
路
網
や
住
居
の
分
布
な
ど
は
太
平

洋
戦
争
後
間
も
な
く
写
し
た
写
真
で
あ
る
が
、
現
在
の
も
の
と
大
局
的
に

は
よ
く
似
て
い
る
。
写
真
１
―
５
上
右
手
下
の
黒
田
付
近
は
北
東
方
向
に

細
長
い
水
田
や
集
落
の
列
が
認
め
ら
れ
、
低
位
段
丘
と
阿
蘇
四
火
砕
流
か

ら
構
成
さ
れ
る
黒
田
の
台
地
が
北
東
方
向
に
流
れ
る
小
谷
に
よ
っ
て
浅
く

写真１―６ 実体視可能な写真
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削
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
黒
田
で
は
現
在
の
国
道
沿

い
に
は
全
く
集
落
が
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
写
真
１
―
５
上
中
央
や

や
下
付
近
に
あ
る
池
田
集
落
の
周
辺
で
は
細
長
い
丘
陵
が
南
東
方
向
に
伸

び
、
丘
陵
の
間
の
谷
を
堰
き
止
め
た
加
廊
戸
池
や
長
迫
池
が
明
瞭
に
見
え

る
。
長
川
か
ら
宮
原
方
向
に
広
が
る
長
峡
川
右
岸
の
水
田
は
南
北
方
向
に

細
長
い
配
列
を
し
て
お
り
、
こ
れ
は
圃
場
整
備
以
前
か
ら
似
た
方
向
に
配

列
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
写
真
１
―
５
下
は
、
勝
山
町
の
南
西

部
の
久
保
村
周
辺
を
示
し
て
い
る
。

空
中
写
真
で
見
る
と
、
六
〇
年
以
上
前
の
景
観
に
つ
い
て
あ
る
程
度
直

接
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
勝
山
町
は
丘
陵
を
人
為

的
に
削
剥
す
る
な
ど
の
土
地
改
変
が
比
較
的
少
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て

い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
上
矢
山
の
北
側
に
広
が
る
カ
ル
ス
ト
台
地
の

平
尾
台
は
、
写
真
１
―
５
上
で
は
自
然
な
ド
リ
ー
ネ
な
ど
の
カ
ル
ス
ト
地

形
を
残
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
現
在
は
石
灰
岩
の
採
掘
に
よ
っ
て

こ
の
地
域
の
カ
ル
ス
ト
地
形
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
地
形
な
ど
の
自
然

環
境
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
生
か
し
続
け
て
き
た
勝
山
町
の
景
観
を
将
来
に
残

し
活
用
す
る
こ
と
は
、
町
民
に
と
っ
て
も
豊
か
な
財
産
に
な
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

三

衛
星
画
像
で
見
た
勝
山

衛
星
画
像
の
画
像
判
読

勝
山
町
の
よ
う
に
町
単
位
、
あ
る
い
は
市
単

位
な
ど
の
広
範
囲
の
現
況
や
過
去
の
様
子
を

知
り
た
い
と
き
、
主
に
空
中
写
真
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か

し
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
世
界
最
初
の
本

格
的
な
地
球
観
測
衛
星
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト

（L
A
N
D
SA
T

）
の
登
場
で
、
空
中
写
真
の
場
合
よ
り
も
飛
躍
的
に
広
範

囲
を
対
象
と
し
た
観
測
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
地
球
観
測
衛
星
に
よ
っ

て
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
た
地
上
す
べ
て
の
物
体
が
反
射
、
ま
た
は

放
射
を
し
て
い
る
電
磁
波
を
観
測
し
、
そ
れ
を
数
値
化
し
て
、
地
上
に
送

ら
れ
て
き
た
も
の
が
衛
星
デ
ー
タ
で
あ
る
。
通
常
、
人
間
の
肉
眼
で
と
ら

え
て
い
る
情
報
、
い
わ
ゆ
る
可
視
情
報
は
、
可
視
光
線
域
と
言
わ
れ
る

〇
・
四
〜
〇
・
七


（
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
波
長
帯
の
情
報
で
あ
り
、

こ
れ
は
電
磁
波
の
中
の
ご
く
わ
ず
か
な
部
分
で
あ
る
。
紫
外
線
（
一
〇
�

（
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
）
〜
〇
・
四


）
や
赤
外
線
（
〇
・
七


〜
一
・
〇
	
）

な
ど
の
波
長
帯
の
情
報
は
、
肉
眼
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
可

視
情
報
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
測
や
調
査
を
詳
細
に
行
う
に

は
、
こ
れ
ら
の
肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
情
報
を
目
に
見
え
る
可
視
情
報

に
変
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
い
う

技
術
を
用
い
る
。

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
は
、
対
象
物
に
直
接
触
れ
る
こ
と
な
く
、
離
れ

た
場
所
か
ら
物
体
の
特
性
を
調
べ
る
こ
と
が
可
能
な
技
術
で
、
航
空
機
や

地
球
観
測
衛
星
に
セ
ン
サ
ー
と
い
う
観
測
装
置
を
取
り
付
け
て
物
体
を
観

測
す
る
。
地
球
観
測
衛
星
を
用
い
た
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
を
衛
星
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
、
地
上
で
観
測
機
器
を
用
い
て
行
う
も
の
を
地
上
リ
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